
5

D

浅間山

マリンのブログも見てね。「マリン記者」で検索。

　しなの鉄道が運行する観光列車「ろくもん」に、
4月から千曲川ワインバレーのワインと料理を味わ
える「信州プレミアムワインプラン」が加わる。
山ノ内町のオーベルジュ・タキモトの食事ととも
に、信州ワインを4～5種類（月替わり）楽しめる。
運行するのは4月 1日からの土・日曜日。軽井沢
駅発17時 14分の「ろくもん3号」で終点は戸倉
駅（19時 4分）。同社の玉木淳社長は「しなの鉄道

沿線に、実力派
ワイナリーがあ
ることを東京の
人に伝えたい。
上田の別所温泉、
戸倉上山田温泉
などの温泉も一
緒に楽しんでほ
しい」と話して
いる。

しなの鉄道の観光列車
「ろくもん3号」がワイン列車に Scenery of Karuizawa

　嬬恋村観光商工課が1月、「草軽電鉄の廃線跡マ
ップ（嬬恋村編）」を作った。草軽電鉄が走ってい
た歴史を後世に伝えていこうと、村内の電鉄ファン
や元従業員らから話を聞き作成し、1万枚印刷した。
地図には軽井沢―草津間の全路線図を掲載。嬬恋村
内に残る鉄橋跡や駅の跡地の場所を示し写真も載せ
た。メールなどで、住所・名前を伝えると無料で送

ってもらえる。
希望者には、よ
り具体的な地図
を載せた有料（コ
ピー代程度）の
詳細版マップも
作った。「地図を
見ながら跡地を
巡ってもらいた
い」と担当者。

草軽電鉄の廃線跡マップ作成
嬬恋郷土資料館では企画展も

　子育て支援に取り組むNPO法人「すくすく子育
てファミリー」が4月1日の事業開始に向け、一緒
に活動するファミリーサポーターを募集している。
ファミリーサポーターは、仕事などで手が離せない
父母に代わり園児や児童のお迎えや一時預かり、塾
などへの送迎などを行う有償の福祉活動。登録会員
制で、都合のよい日、時間に活動でき、年齢、資格

の制限はない。同法人
の理事長市川フロスト
和美さんは「家にいる
ことが多い子育て中の
お母さん、子どもを通
じて社会と繋がりを持
ちたいシニア世代にぜ
ひサポーターになって
ほしい」と呼びかけて
いる。

子どもの送迎、一時預かりなど
ファミリーサポーター募集中 E

kankou@vill.tsumagoi.gunma.jp 
嬬恋郷土資料館では 3 月 17 日から企画展「草軽電
鉄と嬬恋村」を開催。パネルや模型を展示し、草軽
電鉄の歴史を紹介する。
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3 月 13 日、ABC インターナショナル
スクールで説明会と講習会を開く。事前
予約不要。問合わせは随時受け付ける。
TEL090-7422-6635

料金は一人 12800 円。予約は出発月の 2 カ
月前の 1 日 10 時から。
TEL0268-29-0069（ろくもん予約センター・
10:00 ～ 17:00 受付）

作：越智雄二
1918 年愛媛県出身。画家。軽井沢に
滞在し、浅間山や風景を数多く描いた。
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